
舌の上をキレイにして
中央から側面に沿わせ
舌の下に移動し、唾液
の分泌を促します。

さらにスポンジで
同じ行程を行い、
異なる刺激で口腔内を
ケアします。

綿棒でのケアが終了
次第、綿棒部分だけ
折り曲げて捨てます。

口腔内の観察をし口蓋に
半円を描きながら、或いは
奥から手前に綿棒を動かし
ケアします。

下顎も同じように刺激し
口腔内全体をきれいにし
ます。

綿棒に水を含ませ、
軽くしぼります。

次に口の周りや頬の筋肉を
伸ばしながらほぐしていき
ます。

綿棒を歯肉に沿って左右に
動かし口腔前庭をキレイに
していきます。

上顎と下顎の接点の所まで
綿棒を入れます。

濡らした綿棒で唇に軽く
触れ、片方の口角から
口腔内に綿棒を入れます。

使 
用 
方 
法

製品特長

舌背、舌苔等をケアしやすく
する為に凹凸カットしました。

スポンジ

頬粘膜のような広範囲のケアを
しやすくする為ドラム型に
しました。

巻綿部

太くて丈夫な紙軸を使用して
います。

軸

両端を触れず取り出せるように
包装にはミシン目を入れました。

包装

10箱1240961 5本 /袋×20袋 /箱


